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日本語のクラスにおいて、たくさんの日本語を聞き、話す機会を作ること

はとても大切です。しかし、特に初級の最初の段階では、文法や語彙、文化

背景など日本語だけでは学習者が十分に理解できないことが多くあります。

また、学習者の中には、自分が日本語を正しく理解しているのかがわからず、

不安に感じる人もいます。もしクラスの学習者がわかる共通言語、例えば英
語があれば、その言語を使って説明することで、学習者のより深い日本語の
理解を促すとともに、不安を取り除く助けともなります。また、授業の時間
は限られています。英語と日本語の相違点を活かして簡潔な説明ができれば、
時間の効率化にもつながります。とは言っても、英語で説明したり、英語で
質問に答えたりすることは容易なことではありません。実際、「学習者から

英語でたくさん質問が来るがうまく答えられない」、「自分の英語が正しいか

不安がある」という教師の声を聞きます。また、反対に「英語での説明が長

くなり、学習者の日本語を聞く時間が減ってしまい心配だ」という声も聞き

ます。

そこで、この本では、日本語を教えている人やこれから日本語教師を目指

す人で、英語を使って文法や語彙を説明したり、質問に答えたりできるよう
になりたい人のために、できるだけやさしい英語で簡潔に説明した例や、英
語で教える際のポイントを紹介しています。
扱う項目は、初級の学習者からよく聞かれる項目や、日本語と英語の間に
違いがある項目で、英語と日本語の相違点を考えながら、英語を活かした説

は じ め に
Introduction

明ができるようになることを目指しています。また、ただ例文を覚えるだけ
でなく、よく使う単語、文のパターンを練習していくことで、教室で必要な
英語力を少しずつ身に付けることも目指しています。
日本語は日本語で教えると習ってきた人も多くいると思います。筆者もそ

の一人です。大学で担当する日本語教師養成においても、媒介語を使わずに

教える方法を教えてきました。しかし、ある時、英語圏の日本語教育機関に

教育実習生を派遣したところ、帰国後、派遣先では英語を多く使用していて

準備していた教え方がうまくいかなかったこと、また、英語で質問されてう

まく答えられなかったことを聞きました。派遣先の日本語のクラスで英語を

使用していることは事前に把握していましたが、特に英語に対する準備はし

ていませんでした。もちろん、うまくいかなかった理由は、英語だけではあ

りません。また、英語が流暢に話せればうまくいったわけでもありません。

ですが、日本語を教える際に、効果的に英語を使う場面やよく使う英語表現
がわかれば、役に立つのではないかと思うようになりました。また、日本語
教育を学ぶ学生の中には、英語を学んでいる学生も多くいるので、学んだ英

語を活かす機会にもなります。

日本語教育を取り巻く環境は多様で、さらに変化を続けています。教師は、

環境に合わせて柔軟に対応することが大切です。そのためには、教師もさま

ざまな引き出しを持っておく必要があります。本書がみなさんの引き出しの

一つとなればうれしく思います。
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本書の構成と使い方

本 書 の 構 成 と 使 い 方
本書は主に三つのPARTに分かれています。

初級の文法項目の中から、英語と日本語に違いがある項目、学習者からよく
質問がある項目、使い方に注意が必要な項目を中心に 20 項目取り上げました。
英語で説明するときのパターンや、授業で役立つ英語表現も紹介しています。

PART 1 学習者からの質問に答える！  文法
How to answer questions from learners! - Grammar

1 ページ目

14 15

PART 1　文 法

考えてみよう！
Let’s think about it!

～です01
Grammar

「～は～です」の勉強をした学習者から、次のような質問がありまし
た。どう答えたらいいですか。

①

英語を日本語にしてください。英語と日本語では何が違いますか。②

Is です the same as “is”?
「です」とis は同じですか。

学習者から出てくる質問で最も多いのは、文法に関することです。

日本語と英語では、語順や助詞など、異なる点が多くあります。 

また、文法の中に文化的な違いが隠れていることがあります。日

本語では、相手や場面によって表現を変えることが多く、文法的に

は正しくても失礼に聞こえることもあります。

PART 1 では、このような学習者からの質問や学習者の誤りにつ

いて、日本語と英語の違いをふまえて、簡潔に説明できるように学

んでいきましょう。また、説明するときに使う英語のポイントや、

英語と日本語の違いについても学んでいきましょう。 

PART 1

学習者からの質問に答える！

文法
How to answer questions from learners!

Grammar

About this part

① I am Harry.

② My major is Japanese.

③ Are you an international student?

考えてみよう！①
初級の学習者からよく出てくる文法に
関する質問、または、よく見られる誤
りが書かれています。まずは、どの
ように説明したらいいか、考えてみま
しょう。

考えてみよう！②
英語を日本語に、または、日本語を
英語にして、どのような相違点がある
か、考えてみましょう。説明を考える
ためのヒントにもなります。
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本書の構成と使い方

16 17

PART 1　文法

答え方のヒント
Hints on how to answer

「A は B です（A = B）」と A is B は同じ意味です 1。

A = B

① 私は ハリーです。 I am Harry.

② 専攻は 日本語です。 My major is Japanese.

③ （あなたは） 留学生ですか。 Are you an international student?

ですが、「です」と am, is, are などの be 動詞 2は、全く同じというわけで
はありません。「です」は、文法的な機能だけでなく、丁寧さも示します。

「です」は、文の終わりの名詞や形容詞のすぐ後ろに付けます。「です」
のない文はカジュアルに聞こえます。

A = B

① 私は ハリー。 I am Harry.

② 専攻は 日本語。 My major is Japanese.

③ （あなたは） 留学生？ Are you an international student?

1

2

１：	Bが名詞の文を名詞文、形容詞の文を形容詞文と呼びます。
２：	英語の am,	is,	areなどを be動詞と呼び、それ以外の動詞を一般動詞と呼びます。

①
A は B です and “A is B” have the same meaning.

But, 
②
です and be verbs, am/is/are are not exactly the same. です has 

not only a 
③

grammatical function, but also 
④

indicates 
⑤

politeness. You  

⑥
put です just after nouns or adjectives at the end of a sentence. 

⑦
Sentences without です sound casual.

1
2

初級の最初に登場することが多い「A は B です」の
文は、一見、シンプルに見えますが、語順、助詞、人称代名詞の使用の有無な
ど英語との違いも多く、全てがわからないと不安になる学習者もいると思います。
Please memorize this sentence pattern now.（今はこの文のパターンを覚えてく
ださい）のように、今覚えるべきこと、今は考えなくてもいいことを英語で一言、
うまく伝えられると、学習者も少し安心します（詳しくは p. 20 へ）。

① A and B have the same meaning（AとBは同じ意味だ）

② A and B are not exactly the same（AとBは全く同じというわけではない）

③ grammatical function（文法的な機能）　　④ indicate A（Aを示す）

⑤ politeness（丁寧さ）　　⑥ put A just after B（Aを Bのすぐ後ろに付ける）

⑦ A sound B（Aは Bに聞こえる）

教えるときのポイント
Teaching Tips

英語で言ってみよう！
Let’s say it in English! 1_01_1
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PART 1　文法

質問をしたいときは、文の最後に「か」を付けます。

〈You put A +［場所］+ when you want to do〉は、「〜したいときは、［場所］
に A を付ける」という意味で、助詞の説明など、文法を説明するときに、よく
使います。

1_01_2

You putか at the end of a sentence when you want to make a question. 
質問をしたいときは、文の最後に  「か」を付けます。
質問をする　make a question

You put じゃないです at the end of a word when you want to make a 
negative sentence.
否定文を作りたいときは、単語の後ろに「じゃないです」を付けます。
否定文を作る　make a negative sentence

You put A +［場所］+ when you want to do
～したいときは、［場所］にAを付けます

put の代わりに add を、when の代わりに if を使うこともできます。

You can addめっちゃ before adjectives if you want to say things like “very 
delicious” to your friends.
友だちにvery deliciousのようなことを言いたいなら、形容詞の前に「めっちゃ」を付ける
ことができます。

Aのようなこと　things like A

1

2

まとめ

STEP UP!

3

授業で使える英語表現
Useful Classroom Expressions

〈put/add A〉（A を付ける）の他に、〈replace A with B〉（A を B に置き換える）
のような表現もあります。また、〈when/if you want to do〉の部分は〈to do〉
とすることができます。

You just replaceです withじゃないです to make a negative sentence.
否定文を作るには、ただ「です」を「じゃないです」に置き換えます。
ただ～　just ~

You add A + ［場所］ + if you want to do
～したいなら、［場所］にAを付けます

You replace A with B to do
～するには、AをBに置き換えます

位置に関する表現（例） 1_01_3

表現 例文
at the beginning of A
A の最初に

The subject comes at the beginning of the sentence.
主語は文の最初にきます。

at the end of A
A の最後に

The verb comes at the end of the sentence.
動詞は文の最後にきます。

between A and B
A と B の間に

Information such as objects, time, and place come in 
between the subject and the verb.
目的語、時間、場所などの情報は、主語と動詞の間に入ります。

(just) before A
A の（すぐ）前に

The object comes before the verb in SOV language.
SOV言語では、目的語は動詞の前にきます。

(just) after A
A の（すぐ）後ろに

You put particles just after the related word.
関連する言葉のすぐ後ろに助詞を付けます。

followed by A
その後に A がくる

The subject comes first, followed by the object.
主語が先にきて、その後に目的語がきます。

together with A
A と一緒に

You use Japanese numerals together with counters 
such as 個 , 本 .
日本語の数は、「個」や「本」などの助数詞と一緒に使います。

accompanied by A
A と一緒に

You use あります accompanied byが.
「あります」は「が」と一緒に使います。

end with A
A で終わる

The sentence ends with the verb or with an adjective 
or noun plus the copula （ダ/デス.）
文は、動詞もしくは、形容詞または名詞に（ダ/デスといった）コピュ
ラを付けたもので終わります。

4

まとめ
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答え方のヒント
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② 専攻は 日本語。 My major is Japanese.

③ （あなたは） 留学生？ Are you an international student?

1

2

１：	Bが名詞の文を名詞文、形容詞の文を形容詞文と呼びます。
２：	英語の am,	is,	areなどを be動詞と呼び、それ以外の動詞を一般動詞と呼びます。

①
A は B です and “A is B” have the same meaning.

But, 
②
です and be verbs, am/is/are are not exactly the same. です has 

not only a 
③

grammatical function, but also 
④

indicates 
⑤

politeness. You  

⑥
put です just after nouns or adjectives at the end of a sentence. 

⑦
Sentences without です sound casual.

1
2

初級の最初に登場することが多い「A は B です」の
文は、一見、シンプルに見えますが、語順、助詞、人称代名詞の使用の有無な
ど英語との違いも多く、全てがわからないと不安になる学習者もいると思います。
Please memorize this sentence pattern now.（今はこの文のパターンを覚えてく
ださい）のように、今覚えるべきこと、今は考えなくてもいいことを英語で一言、
うまく伝えられると、学習者も少し安心します（詳しくは p. 20 へ）。

① A and B have the same meaning（AとBは同じ意味だ）

② A and B are not exactly the same（AとBは全く同じというわけではない）

③ grammatical function（文法的な機能）　　④ indicate A（Aを示す）

⑤ politeness（丁寧さ）　　⑥ put A just after B（Aを Bのすぐ後ろに付ける）

⑦ A sound B（Aは Bに聞こえる）

教えるときのポイント
Teaching Tips

英語で言ってみよう！
Let’s say it in English! 1_01_1

3 ページ目

4 〜 5 ページ目

2 ページ目
答え方のヒント

「考えてみよう！①」の質問にどう答
えるか、答え方のヒントをまとめてい
ます。日本語の説明は、できるだけ
英語にしやすいような文や表現にし
ています。例文は、説明の際にも使
うことができます。

英語で言ってみよう！
「答え方のヒント」を英語で説明して
います。英語は、同じパターンの構
文で説明できるように意識していま
す。よく出てくる語彙や表現は、キー
ワードとして抜き出しています。音声
も付いているので、音声も聞きながら
練習しましょう。（「音声」と「キーワー
ドリスト」はウェブサイトにあります。）

授業で使える英語表現
教えるときに使える英語表現につい
て、教室場面で使う例を挙げながら、
説明しています。例を覚えるだけでな
く、文のパターンを覚えていくと、応
用できるようになります。

（「音声」と「キーワードリスト」はウェブ
サイトにあります。）

※記号について
to do：〈to不定詞〉を表す
doing：〈動詞の ing形〉を表す

教えるときのポイント
教師が知っておいたほうがいい日本
語と英語の違いや、日本語の知識、
教える際のポイントをまとめています。
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PART 1　文法

動詞の文を勉強した学習者から、次のような質問がありました。
どう答えたらいいですか。

①

日本語を英語にしてください。日本語と英語では何が違いますか。②

考えてみよう！
Let’s think about it!

～は02
Grammar

What is は ? 
Does は indicate subject?
「は」は何ですか。「は」は主語を示しますか。

① 週末は いつも 映画を 見ます。

② A： すてきなかばんですね。
B：  ありがとうございます。
このかばんは母が 作りました。

③ 私は 毎朝 7 時に 起きます。

現場あるある！

Column❶
細かいことが気になります！

What is
“desu”?

What is
 “wa” ?

Are “wa” and “ga” 
the same?

Don’t think 
about it now!

日本語学習者には、さまざまなタイプの人がいます。細かい部分はあまり
気にしない学習者もいれば、勉強した文の一字一句、理解しないと不安に
なるタイプの学習者もいます。そのような学習者にとって、初級の最初に出
てくる「は」と「が」、「です」などは、わからないことが多く不安になるか
もしれません。また、分析的なタイプの学習者は、「『が』と『は』は、何が
違いますか」「『です』は何ですか」など、積極的に質問をします。しかし、
最初の段階では全てを教えるのは難しいですし、授業の時間にも限りがあり
ます。そのようなときは、学習者が不安にならないように、英語で一言、後
で勉強することを伝えたり、今は考えなくてもいいことを伝えたりすると、
安心して進めることができます。

「後で勉強する」「今は考えなくてもいい」ことを伝える一言

日本語 英語
後で勉強します。 You will learn it later.
次の章で勉強します。 You will learn it in the next chapter.
今は考えないでください。 Don’t think about it now.
今は重要ではありません。 It’s not important now.

今はこの文のパターンを覚えてく
ださい。

Please memorize this sentence pattern 
now.

少しずつ勉強します。 You will learn it little by little.

C01

 作りました。

6 ページ目

現場あるある！Column
文法や語彙以外のさまざまな学習者の
疑問、文化の違いなどをコラムにまと
めました。学習者との英語でのQAや、
役立つ英語フレーズもまとめています。

（「音声」はウェブサイトにあります。）
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PART 2　ことば

When do you use おつかれさま（です）?
「おつかれさま（です）」は、いつ使いますか。

おつかれさま（です）01
Phrase

答え方のヒント
Hints on how to answer

「おつかれさま（です）」は、仕事など、労力に対するねぎらいの表現として使うこと
ができます。

「おつかれさま（です）」には、主に三つの使い方があります。
何かを始めるときの挨拶

「おつかれさま（です）」は、職場
に入って、働いている同僚に偶然
会ったときに、挨拶として使うこ
とができます。

途中の挨拶
「おつかれさま（です）」は、大変
な仕事に対するねぎらいを表すた
めに、まだ相手が働いていても、
使うことができます。

終わりの挨拶
「おつかれさま（です）」は、あなたが先に職場を出るときにも、誰かがあなた
より前に、職場を出るときにも使います。
例）A：おつかれさまです。お先に失礼します。　See you tomorrow.
　　B： おつかれさまです。　See you.

「おつかれさまです」は、目上の人に使いすぎないほうがいいです。失礼に聞こ
えることがあります。教室を出るときは、先生には「ありがとうございました」
を使います。

1

2

You can use おつかれさま（です） as an expression of 
①

appreciation for 
someone’s 

②
efforts, 

③
such as work.

おつかれさま（です） has three main uses.

You can use おつかれさま（です） as a 
④

greeting when you enter the 

⑤
workplace and 

⑥
bump into a 

⑦
colleague who has been working.

You can use おつかれさま（です） to express appreciation for someone’s 
hard work even though they are still working.
You can use おつかれさま（です） both when you leave the workplace 
fi rst, and when someone leaves the workplace before you do.

⑧
You should not use おつかれさまです too much with 目上の人. 

⑨
That 

would sound impolite. You use ありがとうございました with your teachers 
when you leave classrooms.
目上の人 a person superior in rank or status or older than you, such as bosses and teachers

1

2

① appreciation（ねぎらい）　　② effort（労力）　　③ such as A（Aなど）

④ greeting（挨拶）　　⑤workplace（職場）　　⑥ bump into A（Aに偶然会う）

⑦ colleague（同僚）　　⑧ You should not ~（～しないほうがいい）

⑨ That would sound A（Aに聞こえることがある）

英語で言ってみよう！
Let’s say it in English! 2_01

「おつかれさま（です）」には、さまざまな使い方があ
り、英語で一言で表すことはできない表現です。ビジネス以外の場面でも、グルー
プワークで作業中の友だちに「おつかれ」と言ったり、忙しい知人に「おつかれ
さま」とメッセージを送ったりするなど、幅広い場面で使われます。「おつかれさ
まです」はアルバイトでもよく使われるので、挨拶として覚えた学習者が先生に
「おつかれさまです」と言うことがありますが、先生に対しては言わないので注意
が必要です。

教えるときのポイント
Teaching Tips

初級の最初のころに学ぶ挨拶や表現の中から、学習者からよく質問がある表
現、英語にはない表現、英語では一言で表せない表現、英語と違いがある表現
を中心に 12 項目取り上げました。

PART 2 学習者からの質問に答える！  ことば
How to answer questions from learners! - Phrases

答え方のヒント
上の質問にどう答えるか、答え方の
ヒントをまとめています。日本語の説
明は、できるだけ英語にしやすいよ
うな文や表現にしています。まずは、
日本語と英語の違いや、ことばの使
われ方を理解しましょう。

初級の学習者からよく出てくる、こ
とばに関する質問が書かれています。
どのように説明したらいいか、考えて
みましょう。

1 ページ目
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PLE



12 13

本書の構成と使い方
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目上の人 a person superior in rank or status or older than you, such as bosses and teachers
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① appreciation（ねぎらい）　　② effort（労力）　　③ such as A（Aなど）

④ greeting（挨拶）　　⑤workplace（職場）　　⑥ bump into A（Aに偶然会う）

⑦ colleague（同僚）　　⑧ You should not ~（～しないほうがいい）

⑨ That would sound A（Aに聞こえることがある）

英語で言ってみよう！
Let’s say it in English! 2_01

「おつかれさま（です）」には、さまざまな使い方があ
り、英語で一言で表すことはできない表現です。ビジネス以外の場面でも、グルー
プワークで作業中の友だちに「おつかれ」と言ったり、忙しい知人に「おつかれ
さま」とメッセージを送ったりするなど、幅広い場面で使われます。「おつかれさ
まです」はアルバイトでもよく使われるので、挨拶として覚えた学習者が先生に
「おつかれさまです」と言うことがありますが、先生に対しては言わないので注意
が必要です。

教えるときのポイント
Teaching Tips
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④
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colleague who has been working.

You can use おつかれさま（です） to express appreciation for someone’s 
hard work even though they are still working.
You can use おつかれさま（です）both when you leave the workplace 
first, and when someone leaves the workplace before you do.

⑧
You should not use おつかれさまです too much with 目上の人. 

⑨
That

would sound impolite. You use ありがとうございました with your teachers
when you leave classrooms.
目上の人 a person superior in rank or status or older than you, such as bosses and teachers
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④ greeting（挨拶） ⑤workplace（職場） ⑥ bump into A（Aに偶然会う）

⑦ colleague（同僚） ⑧ You should not ~（～しないほうがいい）

⑨ That would sound A（Aに聞こえることがある）

英語で言ってみよう！
Let’s say it in English! 2_01

「おつかれさま（です）」には、さまざまな使い方があ
り、英語で一言で表すことはできない表現です。ビジネス以外の場面でも、グルー
プワークで作業中の友だちに「おつかれ」と言ったり、忙しい知人に「おつかれ
さま」とメッセージを送ったりするなど、幅広い場面で使われます。「おつかれさ
まです」はアルバイトでもよく使われるので、挨拶として覚えた学習者が先生に
「おつかれさまです」と言うことがありますが、先生に対しては言わないので注意
が必要です。

教えるときのポイント
Teaching Tips

■おまけ「お役立ち用語＆表現！」
必要に応じて活用してください。（「音声」はウェブサイトにあります。）

・オリエンテーションで使う表現 ・教室で使う表現
・教室で使うカタカナ語 ・オンライン授業で使う表現
・文法用語

■「音声」と「キーワードリスト」について
本書の「音声」と「キーワードリスト」は、下記ウェブサイトにあります。

https://www.9640.jp/books_971

音声は、本文にある音声マークの数字に従って再生してください。

英語で言ってみよう！
「答え方のヒント」を英語で説明して
います。そのことばを説明するときに
よく出てくる語彙や表現は、キーワー
ドとして抜き出しています。音声も付
いているので、音声も聞きながら練
習しましょう。（「音声」と「キーワード
リスト」はウェブサイトにあります。）

教えるときのポイント
教師が知っておいたほうがいい日本
語と英語の違いや、日本語の知識、
教える際のポイントをまとめています。

2 ページ目

PART 1、PART 2 に比べて、言語学的な説明が含まれるため、専門用語も多
く、英語も少し難しい表現が使われています。まずは、日本語を読んで内容を
よく理解してから、英語を確認しましょう。（「音声」はウェブサイトにあります。）

日本語の構造、文字・表記、発音、待遇表現について、学習者からよく質問
がある項目、日本語を学ぶ際に知っておくと役立つ項目を中心に取り上げまし
た。そもそも、日本語とはどのような言語なのか、英語と比較しながら整理で
きるようになっています。

PART 3 英語と日本語、どう違う？
What’s the diff erence between English and Japanese?
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PART 3　英語と日本語、どう違う？

日本語の構造について
About the structure of Japanese

▶語順 word order ▶主語 subject ▶目的語 object ▶動詞 verb

Q1　日本語の語順は、英語の語順と違いますか。
Is the word order in Japanese different from the word order in English?

Q2 日本語では、動詞はいつも文の最後に来ますか。
Do verbs always come at the end of a sentence in Japanese?

はい。英語では基本的な語順は、「主語 S＋動詞 V＋目的語 O」です。日

本語では基本的な語順は、「主語 S＋目的語 O＋動詞 V」です。日本語の

語順は、英語の語順より柔軟です。

Yes. In English, the basic word order is SUBJECT – VERB – OBJECT （SVO.）
In Japanese, the basic word order is SUBJECT – OBJECT – VERB（SOV.）
The word order in Japanese is more flexible than it is in English.

The cat eats fish. ねこが さかなを 食べます。
S V O S VO

はい。日本語では、動詞も含めて、述語は文の最後に来ます。文の最後に何

が来るかによって、３種類の文の構造があります。名詞で終わる文、形容詞

で終わる文、動詞で終わる文です。

Yes. Predicates, including verbs, come at the end of a sentence in Japanese.

There are three types of sentence structures according to what comes at the end

of a sentence: a sentence that ends with nouns, one that ends with adjectives

and one that ends with verbs.

名詞文（noun sentence） 私のペットはねこです。

形容詞文（adjective sentence） 私のねこは大きいです。

動詞文（verb sentence） ねこは よく寝ます。

Note

英語は The cat eats fish.のように、主語（S）、動詞（V）、目的語（O）の順に
言う SVO型言語ですが、日本語は「ねこがさかなを食べます」のように、主語
（S）、目的語（O）、動詞（V）の順に言うSOV型言語です。
また、英語は語順により主語や目的語を表すため、基本的に語順を変えるこ

とができません。一方、日本語は「が」や「を」といった助詞を使うことで、
主語を表したり、目的語（動作の対象）を表したりする特徴があります。そのた
め、日本語は語順の制約がゆるやかで、「さかなをねこが食べます」のように語
順を変えて言うこともできます。

Note

SVO型言語である英語では、主語の後に述語となる動詞が来て、動詞が文の
中心となります。一方、日本語の場合、文の最後に述語が来ますが、動詞の他
に、名詞、形容詞も述語となります。「私のペットはねこです」という文では、「名
詞 +です」、「私のねこは大きいです」という文では「形容詞 +です」が述語で
す。「です」を動詞だと思う学習者もいますが、「です」や「だ」は、動詞では
なく、コピュラまたは助動詞に含まれます。

▶述語 predicate ▶文の構造 sentence structure

3_01

3_02
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語順は、英語の語順より柔軟です。

Yes. In English, the basic word order is SUBJECT – VERB – OBJECT （SVO.） 
In Japanese, the basic word order is SUBJECT – OBJECT – VERB （SOV.）
The word order in Japanese is more fl exible than it is in English.

The cat eats fish.　ねこが さかなを 食べます。
S V O S VO

はい。日本語では、動詞も含めて、述語は文の最後に来ます。文の最後に何

が来るかによって、３種類の文の構造があります。名詞で終わる文、形容詞

で終わる文、動詞で終わる文です。

Yes. Predicates, including verbs, come at the end of a sentence in Japanese.

There are three types of sentence structures according to what comes at the end

of a sentence: a sentence that ends with nouns, one that ends with adjectives

and one that ends with verbs.

名詞文（noun sentence） 私のペットはねこです。

形容詞文（adjective sentence） 私のねこは大きいです。

動詞文（verb sentence） ねこは よく寝ます。

Note

英語は The cat eats fish.のように、主語（S）、動詞（V）、目的語（O）の順に
言う SVO型言語ですが、日本語は「ねこがさかなを食べます」のように、主語
（S）、目的語（O）、動詞（V）の順に言うSOV型言語です。
また、英語は語順により主語や目的語を表すため、基本的に語順を変えるこ

とができません。一方、日本語は「が」や「を」といった助詞を使うことで、
主語を表したり、目的語（動作の対象）を表したりする特徴があります。そのた
め、日本語は語順の制約がゆるやかで、「さかなをねこが食べます」のように語
順を変えて言うこともできます。

Note

SVO型言語である英語では、主語の後に述語となる動詞が来て、動詞が文の
中心となります。一方、日本語の場合、文の最後に述語が来ますが、動詞の他
に、名詞、形容詞も述語となります。「私のペットはねこです」という文では、「名
詞 +です」、「私のねこは大きいです」という文では「形容詞 +です」が述語で
す。「です」を動詞だと思う学習者もいますが、「です」や「だ」は、動詞では
なく、コピュラまたは助動詞に含まれます。

▶述語 predicate ▶文の構造 sentence structure

3_01

3_02
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PART 1　文 法

考えてみよう！
Let’s think about it!

～です01
Grammar

「～は～です」の勉強をした学習者から、次のような質問がありまし
た。どう答えたらいいですか。

①

英語を日本語にしてください。英語と日本語では何が違いますか。②

Is です the same as “is”?
「です」とis は同じですか。

学習者から出てくる質問で最も多いのは、文法に関することです。

日本語と英語では、語順や助詞など、異なる点が多くあります。 

また、文法の中に文化的な違いが隠れていることがあります。日

本語では、相手や場面によって表現を変えることが多く、文法的に

は正しくても失礼に聞こえることもあります。

PART 1 では、このような学習者からの質問や学習者の誤りにつ

いて、日本語と英語の違いをふまえて、簡潔に説明できるように学

んでいきましょう。また、説明するときに使う英語のポイントや、

英語と日本語の違いについても学んでいきましょう。 

PART 1

学習者からの質問に答える！

文法
How to answer questions from learners!

Grammar

About this part

① I am Harry.

② My major is Japanese.

③ Are you an international student?
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PART 1　文法

答え方のヒント
Hints on how to answer

「A は B です（A = B）」と A is B は同じ意味です 1。

A = B

① 私は ハリーです。 I am Harry.

② 専攻は 日本語です。 My major is Japanese.

③ （あなたは） 留学生ですか。 Are you an international student?

ですが、「です」と am, is, are などの be 動詞 2は、全く同じというわけで
はありません。「です」は、文法的な機能だけでなく、丁寧さも示します。

「です」は、文の終わりの名詞や形容詞のすぐ後ろに付けます。「です」
のない文はカジュアルに聞こえます。

A = B

① 私は ハリー。 I am Harry.

② 専攻は 日本語。 My major is Japanese.

③ （あなたは） 留学生？ Are you an international student?

1

2

１：	Bが名詞の文を名詞文、形容詞の文を形容詞文と呼びます。
２：	英語の am, is, areなどを be動詞と呼び、それ以外の動詞を一般動詞と呼びます。

①
A は B です and “A is B” have the same meaning.

But, 
②
です and be verbs, am/is/are are not exactly the same. です has 

not only a 
③

grammatical function, but also 
④

indicates 
⑤

politeness. You  

⑥
put です just after nouns or adjectives at the end of a sentence. 

⑦
Sentences without です sound casual.

1
2

初級の最初に登場することが多い「A は B です」の
文は、一見、シンプルに見えますが、語順、助詞、人称代名詞の使用の有無な
ど英語との違いも多く、全てがわからないと不安になる学習者もいると思います。
Please memorize this sentence pattern now.（今はこの文のパターンを覚えてく
ださい）のように、今覚えるべきこと、今は考えなくてもいいことを英語で一言、
うまく伝えられると、学習者も少し安心します（詳しくは p. 20 へ）。

① A and B have the same meaning（AとBは同じ意味だ）

② A and B are not exactly the same（AとBは全く同じというわけではない）

③ grammatical function（文法的な機能）　　④ indicate A（Aを示す）

⑤ politeness（丁寧さ）　　⑥ put A just after B（Aを Bのすぐ後ろに付ける）

⑦ A sound B（Aは Bに聞こえる）

教えるときのポイント
Teaching Tips

英語で言ってみよう！
Let’s say it in English! 1_01_1
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PART 1　文法

質問をしたいときは、文の最後に「か」を付けます。

〈You put A +［場所］+ when you want to do〉は、「〜したいときは、［場所］
に A を付ける」という意味で、助詞の説明など、文法を説明するときに、よく
使います。

1_01_2

You putか at the end of a sentence when you want to make a question. 
質問をしたいときは、文の最後に  「か」を付けます。
質問をする　make a question

You put じゃないです at the end of a word when you want to make a 
negative sentence.
否定文を作りたいときは、単語の後ろに「じゃないです」を付けます。
否定文を作る　make a negative sentence

You put A +［場所］+ when you want to do
～したいときは、［場所］にAを付けます

put の代わりに add を、when の代わりに if を使うこともできます。

You can addめっちゃ before adjectives if you want to say things like “very 
delicious” to your friends.
友だちにvery deliciousのようなことを言いたいなら、形容詞の前に「めっちゃ」を付ける
ことができます。

Aのようなこと　things like A

1

2

まとめ

STEP UP!

3

授業で使える英語表現
Useful Classroom Expressions

〈put/add A〉（A を付ける）の他に、〈replace A with B〉（A を B に置き換える）
のような表現もあります。また、〈when/if you want to do〉の部分は〈to do〉
とすることができます。

You just replaceです withじゃないです to make a negative sentence.
否定文を作るには、ただ「です」を「じゃないです」に置き換えます。
ただ～　just ~

You add A + ［場所］ + if you want to do
～したいなら、［場所］にAを付けます

You replace A with B to do
～するには、AをBに置き換えます

位置に関する表現（例） 1_01_3

表現 例文
at the beginning of A
A の最初に

The subject comes at the beginning of the sentence.
主語は文の最初にきます。

at the end of A
A の最後に

The verb comes at the end of the sentence.
動詞は文の最後にきます。

between A and B
A と B の間に

Information such as objects, time, and place come in 
between the subject and the verb.
目的語、時間、場所などの情報は、主語と動詞の間に入ります。

(just) before A
A の（すぐ）前に

The object comes before the verb in SOV language.
SOV言語では、目的語は動詞の前にきます。

(just) after A
A の（すぐ）後ろに

You put particles just after the related word.
関連する言葉のすぐ後ろに助詞を付けます。

followed by A
その後に A がくる

The subject comes first, followed by the object.
主語が先にきて、その後に目的語がきます。

together with A
A と一緒に

You use Japanese numerals together with counters 
such as 個 , 本 .
日本語の数は、「個」や「本」などの助数詞と一緒に使います。

accompanied by A
A と一緒に

You use あります accompanied by が.
「あります」は「が」と一緒に使います。

end with A
A で終わる

The sentence ends with the verb or with an adjective 
or noun plus the copula （ダ/デス.）
文は、動詞もしくは、形容詞または名詞に（ダ/デスといった）コピュ
ラを付けたもので終わります。

4

まとめ
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PART 1　文 法

動詞の文を勉強した学習者から、次のような質問がありました。
どう答えたらいいですか。

①

日本語を英語にしてください。日本語と英語では何が違いますか。②

考えてみよう！
Let’s think about it!

～は02
Grammar

What is は ? 
Does は indicate subject?
「は」は何ですか。「は」は主語を示しますか。

① 週末は いつも 映画を 見ます。

② A： すてきなかばんですね。
B：  ありがとうございます。
このかばんは母が 作りました。

③ 私は 毎朝 7 時に 起きます。

現場あるある！

Column❶
細かいことが気になります！

What is
“desu”?

What is
 “wa” ?

Are “wa” and “ga” 
the same?

Don’t think 
about it now!

日本語学習者には、さまざまなタイプの人がいます。細かい部分はあまり
気にしない学習者もいれば、勉強した文の一字一句、理解しないと不安に
なるタイプの学習者もいます。そのような学習者にとって、初級の最初に出
てくる「は」と「が」、「です」などは、わからないことが多く不安になるか
もしれません。また、分析的なタイプの学習者は、「『が』と『は』は、何が
違いますか」「『です』は何ですか」など、積極的に質問をします。しかし、
最初の段階では全てを教えるのは難しいですし、授業の時間にも限りがあり
ます。そのようなときは、学習者が不安にならないように、英語で一言、後
で勉強することを伝えたり、今は考えなくてもいいことを伝えたりすると、
安心して進めることができます。

「後で勉強する」「今は考えなくてもいい」ことを伝える一言

日本語 英語
後で勉強します。 You will learn it later.
次の章で勉強します。 You will learn it in the next chapter.
今は考えないでください。 Don’t think about it now.
今は重要ではありません。 It’s not important now.

今はこの文のパターンを覚えてく
ださい。

Please memorize this sentence pattern 
now.

少しずつ勉強します。 You will learn it little by little.

C01

 作りました。
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